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北鶴橋小学校・鶴橋小学校 学校適正配置検討会議（第４回） 会議録 

 

 

１ 日時 

  令和５年５月 30日（火） 午後７時から 

 

２ 場所 

  鶴橋小学校 生活科室 

 

３ 出席者 

 （委員） 

石山 豊子委員、井上 惠滋委員、岩佐 清巳委員、川北 和敏委員、藤井 智顕委員、 

政木 茂晃委員、宮代 久也委員、森口 勇委員 

 （学校） 

   光井 栄雄 北鶴橋小学校長 

   近藤 英幸 鶴橋小学校長 

（教育委員会事務局） 

   筋原 章博 生野区担当教育次長 

小原  聰 生野区教育担当部長 

近藤 律子 学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長 

徳元 公美 首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長 

山東 昌弘 学校適正配置担当課長兼生野区役所地域活性化担当課長 

中條 勝統 生野区役所地域活性化担当課長兼生野区教育担当課長 

岡永 直記 学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性化

担当課長代理 

竹中 一郎 生野区役所地域まちづくり課地域活性化担当課長代理兼教育政策課生野区教

育担当課長代理 

村田 良平 学事課担当係長 

藤井 啓太 生野区役所地域まちづくり課担当係長兼教育政策課担当係長 

白石 秀一 生野区役所地域まちづくり課兼教育政策課担当係員 

角野 真希 生野区役所地域まちづくり課兼教育政策課担当係員 

 （生野区役所） 

   大川 博史 生野区役所企画総務課長 

 （傍聴）１名 

 

４ 議題 

 （１）安全対策専門部会メンバーについて 

（２）校名について 

（３）その他 
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５ 会議資料 

  ・次第 

  ・配布資料１ 北鶴橋小学校・鶴橋小学校 学校適正配置検討会議 委員名簿 

  ・配布資料２ 令和５年度新入生用 大阪市生野区学校案内 

  ・議事資料 校名案の進め方について 

   

６ 会議内容 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

本日、司会を務めさせていただきます、生野区役所の竹中でございます。どうぞよろしく

お願いします。 

本日、川上委員につきましては所用により御欠席ということを聞いております。また、髙

岡委員ですけれども少し遅れるということを聞いておりますので、御報告だけさせていただ

きます。 

 それでは開会に先立ちまして、生野区長より御挨拶させていただきます。 

 

（筋原生野区担当教育次長） 

皆様、こんにちは。生野区担当教育次長の筋原でございます。 

  本日はお忙しい中、また足元の悪い中、お集まりをいただきまして誠にありがとうございま

す。コロナのほうもやっと落ち着きを見せてまいりまして、先日の日曜日には北鶴橋小学校、

鶴橋小学校で運動会も開催をされまして、やっとコロナの制限もなくなってきて、地域、学

校の活動も再開されてきて、また盛り上がってみえてまいりますのでうれしく思っていると

ころでございます。 

   本日の検討会議でございますけれども、新しい通学路の安全対策を検討していただく、安

全対策専門部会のメンバーを御報告いただくことと、また新たな小学校の学校名を決めてい

く方法などについて御意見を頂戴してまいりたいと考えております。 

   なお、議題の前には今後、学校再編に向けて様々なことを検討していただくに当たりまし

て、現在両小学校で行っておられる学校の取組や特色などの情報につきまして、校長先生か

ら改めて委員の皆様に情報提供をさせていただきたいと考えています。 

   議題のほかにも御意見、御提案などありましたら遠慮なくおっしゃっていただければと思

っております。本日もどうぞよろしくお願い申し上げます。ありがとうございます。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  すいません。この会議につきましては会議録作成のため録音させていただきます。なお、録

音の関係上、発言の際、必ずマイクのほうを御使用いただきますようにお願いいたします。 

 今回から検討会議委員、変更ございましたので、まず最初に御報告のほうをさせていただき

ます。資料のほうを１枚めくっていただきましたら、学校適正配置検討会議委員名簿（変更後）

というものございます。御参照ください。木村委員に代わりまして藤井智顕様が検討会議委員

として入られます。どうぞよろしくお願いします。 

 また、高原委員に代わりまして、政木茂晃様、入っていただきます。どうぞよろしくお願い

します。 

  委員の委嘱状のほう、席のほうに置いておりますので、また持ち帰りください。なお、行政
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職員のほうも４月に人事異動がございました。異動者の御紹介のほうを先にさせていただきま

す。 

 生野区副区長・生野区教育担当部長、小原部長です。 

 

（小原生野区教育担当部長） 

  皆さん、こんにちは。小原と申します。よろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  教育委員会事務局学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長、近藤部長です。 

 

（近藤学校環境整備担当部長） 

  こんばんは。近藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  教育委員会事務局指導部首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長、徳元課長でござい

ます。 

 

（徳元首席指導主事） 

  こんばんは、徳元でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  教育委員会事務局総務部学校適正配置担当課長兼生野区役所地域活性化担当課長、山東課長

です。 

 

（山東学校適正配置担当課長） 

  こんばんは、山東です。よろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  生野区役所地域活性化担当課長兼生野区教育担当課長、中條課長です。 

 

（中條生野区教育担当課長） 

  こんばんは、中條です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  教育委員会事務局総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地

域活性化担当課長代理、岡永課長代理です。 

 

（岡永学校適正配置担当課長代理） 

  こんばんは、岡永です。どうぞよろしくお願いいたします。 
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（竹中生野区教育担当課長代理） 

  生野区役所企画総務課長、大川課長です。 

 

（大川生野区役所企画総務課長） 

  大川です。引き続きどうぞよろしくお願いします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  また、校長先生も４月に異動のほうございましたので、御紹介のほうさせていただきます。 

 鶴橋小学校長の近藤校長先生です。 

 

（近藤鶴橋小学校長） 

近藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  すいません、ありがとうございます。 

  本日、議題に入る前に前回の検討会議で会議が開催される間で各委員から区役所等へ個別に

御意見や御提案等をいただいた際には、皆様会議のときに御報告させていただいて共有させて

いただくということしましたけども、今後、委員の皆様に再編後の学校についていろいろと活

発に御意見頂戴するために、現在の各学校の取組や特色などにつきまして御参考までに知って

おいていただきたいと思いますので、先ほども話ありましたけども、各校長先生からこれらに

ついて御説明いただきたいと思います。 

 まずは北鶴橋小学校、光井校長先生からよろしくお願いいたします。 

 

（光井北鶴橋小学校長） 

  北鶴橋小学校、校長の光井と申します。よろしくお願いいたします。 

  お手元に学校案内というのがあると思うんですけど、ここの 18ページのほうに載せさせてい

ただいてます。これ全部やるとすごく時間かかってしまいますので、ざっくりとどんなことを

しているのかということをお話させていただきます。 

  本校のほうは私、４年目になるんですけども、４つのＣということでいろいろなことに、今

までどおりで落ち着かずにいろいろなことに挑戦していこう、変革していこう、そしてもう一

つはみんなで協力していこう、コラボレートという形で中心にやっていっています。 

  一番力を入れているところでいきますとＩＣＴ関係を中心に力を入れてきています。今、本

校のほうはマイクロソフトの直結スクールという日本では７校、世界では 100 校ぐらいあると

いうことなんですけれども、公立では１校だけということで認定校を受けています。そのうち

のここにＭＩＥＥと言って、そこの認定されている教員のほうも今５名いてるという形で、学

校全体でＩＣＴを活用した授業というのを進めていってます。 

  この中心になってきているのは「ＧＩＧＡ Ｓｃｈｏｏｌ構想」というところもありますけ

ども、これから「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」ということで、いろいろなこれが使えないとなかな

か生きていくことが難しいんじゃないかというところも入っているので、そういった力をしっ

かりと育んでいこうということで中心でやらせていただいています。 
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  ただ、ＩＣＴだけをやっているわけじゃなくて、国際理解教育等も中心にやっていっており

ます。本校のほうには長年ある民族学級というのもあるんですけれども、それを中心にしたと

いう形ではなっておりますが、それだけではなくて昨今、中国からの多く本校のほうに入学し

ておりますので、中国語の中国学級、それからそれだけではなくて日本のほうもやっていこう

ということで日本の伝統文化ということで、こちらのほうに青年会のほうに来ていただきまし

てだんじりばやしを教えてもらいながら、それの発表とかなんかもやる形にさせていただきま

す。本年度は琴のほうにも、文化琴のほうもやっていこうかなという形で考えております。そ

ういった日本の文化、世界の文化ということをいろいろなことを知り合って、これからの国際

社会で生き抜く力をつけていきたいなと思ってます。 

  あとは学習のほうなんですけれども、少人数の学習のほうを進めております。特に力を入れ

ているのは「コグトレ」という学習の方法なんですけど、認知力を高めるトレーニングという

形を取らせていただいてます。これのほうも本年度で３年目になるんですけども、着々といろ

いろなところで効果が表れておりまして、いろいろな大阪市の全市のテストのほうがあるんで

すけども、全市のテストのところの大阪市の７割、平均の７割以下のこういう数を減らしてい

こうという形で挙げさせていただいているんですけども、これが大幅に減少しております。そ

ういった形で少しずつ成果を上げてきているかなと思っています。 

 あとにつきましてはいろいろなところに出てきていると思いますので、こちらのほうを見て

いただいたらいいかなと思います。 

 以上です。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  ありがとうございました。 

  続きまして、鶴橋小学校、近藤校長先生お願いします。 

 

（近藤鶴橋小学校長） 

  失礼します。鶴橋小学校、校長の近藤です。 

 本校のほうなんですけども、まず特色として一番挙げられるのは安全安心ということで、鶴

橋こども見守り隊の活動が挙げられます。集合場所から学校まで見守り隊の方が前後ついてい

ただいて、自転車、車、歩行者等安全の確認をしながら正門前まで送ってきていただけるとい

う取組を行ってもらっております。 

  本当にいつも優しい温かい言葉をかけていただいて、子供たちが朝、安全に登校できている

という姿があります。これは本当に本校の財産だなというふうに思っております。 

  ２つ目は、地域の特色また地域の人材を活用したゲストティーチャーを招いた体験的活動で

す。例えば、図画工作に関して地域の方に来ていただいて、面白い作品づくりのティーチャー

として参加していただいて活動をしていたりだとか、地域めぐりというところで地域の方にい

ろいろな地域の有名な場所等々を紹介してもらいながら一緒に地域をめぐるという活動などを

行っています。地域の方ならではの説明であったりだとか、特色といったらいいんですかね、

を教えていただきながら、子供たちと交流をしながら学習を進めるというところがあります。 

 また、本校も単学級なので１年生から６年生までの縦割り班活動。１年生から６年生までが

交流していろいろな取組をしています。一番大きなイベントとしては全校オリエンテーリング、

全校で遠足に行く。また、毎週の集会活動であったりだとか、縦割りで掃除をしてみたりだと
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かという形で、全校みんなが一人一人の名前を覚えれるということができるようにということ

で、縦割り班活動のほうを積極的に取り組んでおります。 

  あとはもう、学習面でいいますと習熟度別少人数学習。１クラス当たりの人数は少ないんで

すけども、さらに習熟度別に分けて学習に取り組んでいるということをしています。一人一人

の子供がしっかり理解できるように丁寧な指導を続けております。 

  特色としては以上の点を挙げさせていただきます。 

  ありがとうございます。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  どうもありがとうございました。 

 ただいま両校の取組や特色につきまして御説明いただきましたが、続きまして以前の検討会

議におきまして、委員からも御質問いただいておりました再編後の学校の教育環境の充実につ

きまして、事務局のほうから御説明させていただきたいと思います。 

 

（徳元首席指導主事） 

  失礼いたします。徳元でございます。 

 ただいま両校の校長先生方から各校での取組等についてお話いただきましたが、再編に当た

りましては両校の特色ある取組、またよさを生かした取組等を紹介していただきましたが、そ

ういったものをできる限り引き継いで統合後の学校の教育内容について教育委員会と両校が連

携して検討してきたいと考えています。 

  また、３月の市会で議論もございましたが、統合後の中学校も含めた学校のビジョンにつき

ましても、教育委員会でも議論を始めているところでもございまして、いわゆる１小１中の形

態ではない本市の進める小中一貫した教育を推進するモデルの一つとして位置づけていきたい

と考えています。 

  具体的な中身は他の自治体での小中一貫校の取組の事例をお示しさせていただきながら、校

長先生方と引き続き検討してまいります。 

  現在、既に両校では研究授業の相互参観であるとか、交流授業の実施などスムーズな統合へ

向けた取組を進めていただいているところです。 

  １つご紹介いたしますと、産官学連携、企業との連携の取組を教育委員会第４教育ブロック

として行っていますが、その一環としまして、ロート製薬を中心にした企業グループ、幾つか

の会社が協力して、キャリア教育を実施する取組を今まさに始めていこうというところですが、

そちらを鶴橋小学校と北鶴橋小学校に合同で進めていただいているところです。来週にもその

取組をスタートすることから、授業実践に向けて教職員の打ち合わせ等進めていただいている

ところです。 

  これらの取組を通しまして、子どもたちの統合への不安を少しでも軽減できるものと考えて

おります。取組内容やその様子につきましては適宜、この検討会議でもお示しさせていただけ

たらと考えております。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  ただいまの説明につきまして、何か御質問ございましたらお願いします。 



 

7 

 

よろしいでしょうか。御質問ないようなので、議題のほう入っていきたいと思います。資料

のほうはないんですけども、議題１、安全対策、専門部会のメンバーについてとなります。 

  今回選出されたメンバーについて御報告のほうをいただくことになっておりました鶴橋地域

からはメンバー表のほうをいただきまして、こちらのほうお名前だけでも読み上げさせていた

だきます。 

  鶴橋小学校安全対策専門部会メンバーということで、飯田様、川上様、井上様、高山様、宮

代様、政木様、細見様、東郷様、金島様、平井様、徳山様、山中様の計１２名で御報告いただき

ました。うちＰＴＡの方が７名ということになっております。 

 どうもありがとうございます。 

 続いて北鶴橋地域のほうからはメンバーのほう御報告いただけますでしょうか。 

 

（委員） 

北鶴のほうは、メンバー申し訳ありません、次回出させていただきます。ＰＴＡの役選も遅

かったものですから、その辺の調整がなかなかいかないので申し訳ありません。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  分かりました。また専門部会のメンバーを出していただきましたら、専門部会のほうを開催

いたしまして、会議内容、もし専門部会開催した場合には、会議内容のほうまた検討会議のほ

うに挙げさせていただいて、やっていきたいというふうに考えておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 最後でいいですか。 

 

（委員） 

  説明いいですか。 

  安全対策専門部会、まだメンバー構成というところできてないんですけど、現時点では見守

り隊の方とＰＴＡの保護者さん、地域の方を中心に構成する予定です。 

 人数どれぐらい用意して、用意というかお願いしたらいいかというのは分からない状況で進

んでたので、一応各団体さんにお話させてもらって、安全部会発足した際にはお力をお貸しく

ださいというので御理解をいただいているので、すぐに集まるとは思います。なので今度また

ぜひそれを報告させていただけたらと思います。 

  ごめんなさい、お時間いただくんですが、前に学校再編整備、今度通学路と安全対策という

ふうな資料をいただきまして、前に移動します。 

  すいません、説明させていただきます。 

  事前にいただきました区役所さんからの書類の中で、北鶴橋から鶴橋小学校に通学路で向か

うときに、鶴橋本通り商店街を南下して、ここでバトンタッチというふうな形で御提案いただ

いていました。100人弱いてるので鶴橋は東西に長いので、１丁目、２丁目、３丁目、４丁目、

５丁目で、七福通りと疎開道路で分けたときに、最低でも２か所、今これ検討委員でしゃべっ

ただけで、専門部会の方にお話してないんですけど検討委員で話したら、２か所、ここの南タ

クシーさんの、鶴橋街道のほうに行くところと本通りと２か所に分けて通学路というのは設定

できないのかなというふうに考えています。 

  また、鶴橋本通りですね、登校時はいいんですけど下校時にはどうしてもお店さんの看板と
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か数多く出てますし、ここに施設があるんですけど、通行許可証を持った車が本通り入ってく

るので、そういったところも安全対策として検討委員会で話できないかなというふうに思って

ます。 

  商店街もグリーンライン引いてもらって、商店街の方にも協力いただいて通学路の安全確保

をしなければならないというふうにも思ってますし、現時点で行くと２つの場所で何なく引き

渡しで、バトンタッチで安全で確保ができたらなというふうに思っています。 

 また、詳細は安全部会発足した際に詰めていただけたらなと思いますので、以上です。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  お願いします。 

 

（委員） 

  先ほど鶴橋のほうのメンバーを読み上げていただいたんですけれども、一応念のため役職も

補足で言っておきますと、一応、構成メンバーのうちの現Ｐさん以外は一応連合の町会長さん、

それと防犯部の相談役、あと防犯の支部長、それと青少年指導委員の代表の方、それと見守り

隊から１名という形で構成しておりますので、もし何か参考になれば北鶴さんよろしくお願い

します。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  すいません、どうもありがとうございます。引き続きよろしくお願いします。 

  この件については特によろしいでしょうか。 

 

（大川生野区役所企画総務課長） 

失礼します。北鶴橋さん、メンバーそんなに時間かからないという話もございましたので、

もしメンバーの報告いただいて、できたらこの安全対策の話は早めに議論をスタートして、ル

ート自体の見直しも検討したらどうかということの御提案かと思います。その点、できるだけ

早く議論をスタートして、ルートはもともと計画の案つくるときには校長先生と区役所、教育

委員会、相談してルートの案をつくっているんですけども、そこもしっかり。またルートをど

うしていくかということも含めてやって、その上で安全対策はどういうのができるか。ここで

安全対策がとれなければ、思うほどとれなければルートの変更も検討しないといけないという

ふうになっていくと思いますので、メンバーの報告をいただいてそこから部会議をできたら一

度開催をさせていただいて、そこで再度、今、計画案に記載してますルートの説明と対策の説

明、そこをさせていただいて、そこで意見を頂戴して具体的に議論をスタートするという形で

行ければと思いますので、特に問題なければそういう形でお願いしたいと思います。 

 

（委員） 

具体的に何月頃が第１回と想定されてますか。 

 

（大川生野区役所企画総務課長） 

この検討会議自体がおおむね三月に１回のペースでという形で検討会議は設定をさせていた

だくことになっています。それで行きますと次回が８月から９月ぐらいにということにはなっ
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てくると思うんですけども、そこまでの間に部会をできれば２回ぐらい安全対策の部会を２回

ぐらいできれば、その報告も含めて次回の検討会議で議論いただけると思いますので、今、い

つ頃という時期はまだ申し上げれませんけども、そういうイメージで進めることができればと

思いますのでよろしくお願いします。 

 

（委員） 

ありがとうございます。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  それではすいません、続きまして議題２、校名についてを事務局から御説明させていただき

ます。よろしくお願いします。 

 

（中條生野区教育担当課長） 

すいません中條ですけども、校名について、校名案の検討の進め方につきまして、前回も資

料をお配りさせていただいているのと資料としては同じになるんですけども、今回から新しく

委員になられた方もいらっしゃいますので、改めて考え方ですね、進め方について御説明させ

ていただきたいと思います。 

校名案の検討の進め方につきまして、右肩に議事資料というふうに書いている部分になりま

すけれども、こちらのほうですね、これまでの学校再編の事例を基にパターンを記載したもの

でございます。 

①左側にありますけれども、こちらについては学校の名前の案を広く募集して、その案の中

から絞り込んだ上で投票なりアンケートしまして、その投票結果なりアンケート結果を参考に

検討会議で選定していくといった方法になります。 

  次に、②番、丸の部分になりますけれども、こちらのほうは検討会議の委員の皆様から校名

の案を検討いただいて、そこから進めていくという方法になります。 

  その他ということで③についてはそれ以外の方法という形で挙げさせていただいております。 

  この資料の下部に表を挙げさせていただいておりますけれども、こちらのほうにつきまして

は平成２８年以降に学校再編を行いました学校の校名の決定の事例を参考に記載させていただ

いているものになります。 

 校名案の検討の進め方につきましては、こちらの①、②、③の下段の部分を御参考として御

覧いただきまして、決定までのスケジュールにつきましてはまだまだ時間ございますので、ま

た次回以降、検討会議のほうで実際、考え方、検討、進め方、どうしていくのかという具体の

議論は進めていただければよいかと思っております。 

 以上になります。よろしくお願いいたします。 

 

（竹中生野区教育担当課長代理） 

  ただいまの説明につきまして何かご意見、御質問等ございませんでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

  それではその他としまして何かございましたらご意見のほういただきたいと思います。 

  それでは本日の議題以上となります。 

 次回の検討会議でございますけども、８月の下旬を予定させていただきます。また改めて日
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程調整のほう近づいてきましたらさせていただきたいと思いますので、またどうぞよろしくお

願いいたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 


